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で開発されている。スタール(Robert J. Stah1 ）
らが開発した『思考への扉：歴史学と人文学のた
めの意思決定エピソード(.Doorway  to Thinん沮ｇｊ
Decisior心 血 節智 五回sodes  for  the  Study  of



































き だ った の か 、
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で市 皿　
現 代 の 問 題 の 場 合
こ二　　　　 はどぅする べき か 、言　　　
































なお 『思 考 への扉 』 も， これ まで の研究 で は，
多 様な問題 状況 に対応 で きる意思決 定力 の育成を
目指 す「‾歴史参 加学習」 として捉 え られてきた10）。
筆者 は， こう した 『思 考へ の扉』 へ の評 価 は， 本
教材 の断片 的な部分を述 べたに過 ぎない と考 える。
という のも， 著者 スタ ール 自身 は， 技能育 成 に偏
ら な い よ う に　 匚内 容 に 重 点 を 置 い た 授 業
(content-centered classroom) 」 を 強調 レ1 ）， さ
らには 『思 考へ の扉』 の副題 に 『歴史 学 と人文学
のため の意 思決定 エピ ソード ①ecision-Making
Episodes for the Study  of History and Hum
anities) 』 とつ けて， こ の教 材が， 単な る歴 史事
実 の学習 を 越え て， 匚人 文学 」 として の歴 史学 習
を 大目標 として いることが想定 されるか らであ る。
匚人文 学」 と は， 広 い 意味 で は歴史 学， 地 誌学 ，
哲 学 のよう な個別記 述学 の領域全 般 のこ とを 指す
が，狭義 に は 匚人 間が非人 間的 で はなく，人 間 ら
し く生 き る尹 とす る人 文 主 義 の立 場 に立 ち， そ
のためにど うす ればいい のかを考え る哲学 を指す。
ス タールは 厂歴史学 と人文学 」 として両 者を 分け
て 使 って い る。 こ の点 を考 え ると， スタ ールの言
う「‾人文 学」 は， 狭義 の定義 を用 い ること が望 ま
しい と言 え はしない だろ うか。筆 者 は以上 のよう
な 理 由か ら，『思 考 へ の扉』 を 匚人 間 らし く生 き
るに はど うす ればいい のかを 考え る」 ことを子 ど















単元16 匚我々は何をすべきか」 は， スペイン王
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表１　『思考への扉』の全体計画と取り扱う内容









6. 創 造性:観察者 の目を通して
(ムセイオンの建設:前4 世紀)




(カ ール 大帝の歴 史書編纂:9 世 紀)
10.富 豪から貧 民へ　　( カノッサの屈辱:1077 年)
11. 城壁の内部で
(中世の城内の生活:12世 紀)
12. 悪名 高きジョン　　( マグナ･カルタ:1215 年)
13. 契約　　　　　　( 荘園内の農奴:13 世紀 頃)








18. 2, 4, 6, 8､しかし14全てではない
(合衆国の国 際連盟加盟決 議:1918 年)
19. 私の憂 鬱な主題
(世界 大恐 慌:1929 年)
20. 貪欲な者 に､いつ｢NO｣ と言うべきか
(ミュンヘン会 談:1938 年)
(R.J.  Stahl, P. Hronek,  et aL, £)ｏｏｒωりs  to Thinking:･Decision-Making  Episodes for £he Study  of  History


















加 質 問 を 設 定 し た　匚確 認 と 反 省 用 の質 問 集
















































































支 え る 社 会
基盤（法・宗
教・権力）と






























































































共 同 体 に お
ける 人 間 関


































































































































(R.Stahl, P. Hronek, N. Miller and A. Shoemake-Netto,£doorway lb Thin,左ing, Zephyr Press,1995., pp.37-221より単者作成。なお，「日哥生活における人間のおり

























































宗教 との関係を考えさせている。 また第10 ～20
単元は社会を構成する人間の相互関係のあり方を
問 う構 成 とな って い る。 そ してそ の前半部 第





きかを考え させている。 また， 後半部第 拓～20
単元は，異文化社会における人間関係を問うもの





（１～ ９）＝権力 による社会 の制度や芸術成立の
時代，中世（10 ～15)  = 封建勢力が共同体を支配
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表３　単元４「死の杯」の単元展開と学習内容
単元の展開 主な発問 生徒から引き出したい知識
【導入】人物の紹介 ○ソ クラテ スにつ いて あなたが知 ってい る
ことを答えよ。






○ソ クラテ スが問わ れてい る罪を ３つ挙 げ
よ。
○ ソクラ テスの裁判 は、 ど のような点で 不
公平 か。 どのような点 で公平か。
①：彼 は自分の考えを教授する代 わり に謝礼 をとった
②：彼 の考え によってアテ ネの若者が惑 わされた
③ ニアテネの神に逆らう教えをし た
○ソ クラテスの裁判 は、 罪状 の根拠が不十 分な のに死
罪になった点で不公平だ った。




○ ソ クラテス は獄 中で毒杯を 飮む ように言
われ た。 これ に対 して のソク ラテスの考え
方 を調べよ。
○逃亡 によって自 らの人生か ら逃げ るこ とはで きる。
しかし それで は， みんなで決 めた法 には従わな くて は
な らないとする アテネ市民 としての決 まりを破り， 不






○ソ クラテ スが 守り たかった信念 は何か。
以 下 の選択肢か ら選べ。
○ （Ｆ） 法で あ る限り は従 わな くて はなら ない。（な
ど）
(Ａ)尊厳死をする権利が ある
(B) 私的 な意思決定を する権利がある
(C) 自殺を他人か ら救 う義 務がある
①) 不正 をしたら、そ の償いを させる義 務がある
(E) 友人 として せねばならないことがあ る
(F) 法であ る限り は従わなくてはならない
(G) 不公平 と考え られる法的決定 には従わな くて良い権利 がある。
(Ｈ)無罪 の者 は政府機関の誤っ た判断 から守 られなくてはならない







○ソ クラテ スの弟 子であ るあな たにで きる
行動 は限られて いる。そ の行動 の選択肢を
確認せよ。
○そ れぞ れの選択肢が引 き起 こす結果を予
想せよ。
選択 肢①：ソ クラテス の言 い分を聞いて、 そ こから立
ち去 る。
選択肢 ②： ソクラテスを無理やり逃亡さ せる。
選択 肢 ③：ソ クラ テスに罪 を購 う様 に説得 する。（な
ど）





○ ソク ラテスの問題を 解決 するため にとり
たい行動 は何 か。
○ それが最善 の選択 肢であ ると信じ る理由
はなにか。
○ あなたが守りたい信念 は何か
(生 徒の意見が様々 に出さ れる)
(生 徒の意見が様々 に出さ れる)
○市民が 決めた ルールに は不満で あって も従うこ とが






○ 今日 の人 々 はな ぜ彼を偉 大な思想家 と見
なして いるのかo
O もし ソクラテ スが死の杯 を飲 まず逃亡し
たら、 彼 は今日、英 雄 として考え られるだ
ろ う か。（ソ ク ラテス のよう に、 悪法 で も
民 衆 の法 であ れば それに従 うこ とは、 今 の
世 界で は、 評価 され るべ き最高 の行 為な の
か）





































念(concept) 」 と表記している） は何であるのか



































































;ま以下 の罪 に問 われ， 死罪 が下さ れた。
に対 す る謝 礼 を彼 が とった。
によ り， ア テネの若 者 が惑 わさ れた。
う教 えを した。






























死 の宣 告を受 け入 れ，
毒杯を飲む。
事 件 に対 し て 取 ら れ
た対 処法( Ｃ)と それを
正 当化 す る思 想( 理





























































ソクラテスは以下 の罪 に問われ， 死罪 が下された。
・彼 の教 え に対す る謝 礼を彼 が とっ た。
・彼 の教え により，ア テネの若者が惑わさ れたO
・神 に逆 ら う教え をし た。
裁 判 はア テ ネ の法 に則 って い る点 で は公 平 で
あ る が， 犯 罪立 証 の 根拠 が 弱 いに も関 らず 完



















































































































教 科 書 が 示 す 価 値
|--- 一一一一----- 一一一一---- 一一一一一----- 一一一一-
（Ａ ） 尊 厳 死 の 権 利 が あ る 。
|（Ｂ） 私 的 な 意 思 決 定 を す る権 利 が あ る。
l（Ｃ） 他 人 を 自 殺 か ら 救 う 義 務 が あ る。
① ） 不 正を した らそ の償 いを させ る義務 か おる。
（Ｅ）友人としてせねばならない義務というものが存在する
（Ｆ）法 であ る限 り は従 う必要性 が あ る
（Ｇ） 不公 平 と考え られ る法 的 決 定 に は従 わ な くてJ良 ｉ
い権 利 があ る。　　　　　　　　　　　　　 １
（Ｈ） 無 罪 の者 は 政府 機 関 の誤 り か ら守 ら れ な くて は ｜







【選 択 肢 ３】
（Ａ） 尊厳 死 の権利 があ るO
（Ｆ） 法で あ る限 りは従 う必要 性 があ る。


















































限 り は 従 わな く て は
生かあ る。
【 選択 肢 ２】
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1）無罪の者 は社会や代理機関がコミットした
りから守られなくてはならない。


























































































い 森分孝治 「‾物語 の理解から批判的検討 へ」

















的判断力 の育成（ 工） 一法的判断力育成のため
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